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はじめに
静岡県の大瀬崎ではレクリエーションとして潜

水するスキューバーダイバーの間で，チョウチョ

ウウオ科 Chaetodontidaeシラコダイ Chaetodon 

nippon Steindachner and Döderlein, 1883によるマン

ボウ科Molidaeマンボウ属 Molaへの掃除行動の

観察が人気となっている（白鳥，2008；安延，

2011；氏家，2013; Thys et al., 2020）．大瀬崎に出

現するマンボウ属の知見は少なく，これまでに知

られている情報は以下のとおりである：春（4–6月）

と秋，水温 16°C前後，水深およそ 20–50 mの間で，

目視による推定全長 50 cm前後から 2 m前後（推

定全長 1–1.5 mの個体が多い）のマンボウ属 1–8

個体が大瀬崎に出現する（瀬能ほか，1997；伊藤，

1999； 白 鳥，2008； 安 延，2011； 氏 家，2013; 

Thys et al., 2020）．これらの知見はスキューバーダ

イバーの目視観察による簡単な記述であり，学術

的に詳しく調査されたものではない．また，大瀬

崎に出現するマンボウ属は一般的にマンボウ

Mola mola (Linnaeus, 1758)とされているが（瀬能

ほか，1997；伊藤，1999；白鳥，2008；安延，

2011；氏家，2013; Thys et al., 2020），日本近海に

はウシマンボウMola alexandrini (Ranzani, 1834)も

出現することが近年明らかとなり（例えば，

Sawai et al., 2017；澤井，2021），大瀬崎における

これまでの知見は両種の情報が混同されていた可

能性がある．

そこで本研究は，静岡県大瀬崎のスキューバー

ダイバーによって撮影されたマンボウ属の写真や

動画を収集し，大瀬崎におけるマンボウ属の出現

状況（出現する季節，水温，水深，推定全長，個

体数）を改めて調査した．

材料と方法
本研究の調査地は静岡県沼津市西浦江梨の大

瀬崎のダイビングエリア［詳細は瀬能ほか（1997）

を参照］である．本研究では動画共有サイト

YouTube上で「マンボウ　大瀬崎」および「マン

ボウ　シラコダイ」で検索してヒットした大瀬崎

で撮影されたマンボウ属の水中動画を分析に用

い（Table 1），追加的に第二著者が現場で観察し

た 1個体（Fig. 1A）とスキューバーダイバーか

ら提供された 1個体（Fig. 1B）のデータも使用し

た．動画は URLごとに個別のコードを付けた

（Table 1の VC1–85）．撮影日（動画投稿日ではな

いことに注意）は，動画のタイトルや説明に記さ

れていたものを使用した．動画におけるマンボウ

の最小個体と最大個体については，Sawai et al. 

(2017)を参照し，動画のスクリーンショットの全

高 /全長比（全高 /全長 ×100，%）から全長を推

定した．

マンボウ属の種同定は Sawai et al. (2017)と澤

井（2021）にしたがった．日本近海におけるウシ

マンボウは全長 120 cm以下の個体が見つかって

いないこと（Sawai et al., 2018），マンボウとウシ

マンボウは全長約 110 cm以上で形態的に識別可
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Code Species URL* Code Species URL

VC1 Ms http://youtu.be/00cni5j5spQ VC44 MM jhttp://youtu.be/hIrOWAZ_W-s

VC2 McM http://youtu.be/MuQEgfAYTfk VC45 MM jhttp://youtu.be/_kxS-58okJ0

VC3 MM ahttp://youtu.be/15H0fTaQpdo VC46 MM jhttp://youtu.be/LPcwEmIj4Y4

VC4 MM ahttp://youtu.be/6NRVK5BsAAc VC47 MM http://youtu.be/ZIV70sX_2wc

VC5 MM ahttp://youtu.be/6Zz-rXaE9PE VC48 MM http://youtu.be/4wGgy19tfME

VC6 Ms ahttp://youtu.be/9e6dflduSkQ VC49 McM http://youtu.be/CiR4E0HYbuc

VC7 MM http://youtu.be/YOl-KKfraqc VC50 MM http://youtu.be/PN7gv6ibMU8

VC8 MM bhttp://youtu.be/k1d2VPpG8w0 VC51 MM http://youtu.be/w-cr03fRjaU

VC9 MM bhttp://youtu.be/Op8c8BaDVP4 VC52 MM khttp://youtu.be/Zd4hpW2dOXk

VC10 MM bhttp://youtu.be/WOJw6QuJ4SM VC53 MM khttp://youtu.be/UDy2wisN6rc

VC11 MM http://youtu.be/JvV9AE7Butg VC54 MM khttp://youtu.be/GkoCyqeBI1o

VC12 MM http://youtu.be/cgvVKiJaH1I VC55 
(Fig. 1)

MM khttp://youtu.be/w9RH-gnIhTY

VC13 MM http://youtu.be/qTqyIHC_9Cs

VC14 MM http://youtu.be/2Dzo3t3DGPA VC56 MA http://youtu.be/sFc99XBPF4Q

VC15 McM http://youtu.be/cSttQryUrhQ VC57 MM http://youtu.be/TDZeOnIP-Bc

VC16 MM chttp://youtu.be/gw8n7qo3yWM VC58 MM lhttp://youtu.be/Hac4PV6zmS0

VC17 MM chttp://youtu.be/sc3McelfjzU VC59 MM lhttp://youtu.be/fsl4tGAHG8U

VC18 MM chttp://youtu.be/U15aG-A_yHk VC60 MM lhttp://youtu.be/K7917zlp6SA

VC19 Ms http://youtu.be/th10vzzw8sw VC61 MM lhttp://youtu.be/CnBS9uo4_p8

VC20 MM dhttp://youtu.be/HmJqBQKkMyY VC62 MM lhttp://youtu.be/-kEyOYXv0Rw

VC21 MM dhttp://youtu.be/HHNOjuz3y_4 VC63 MM http://youtu.be/a0yPEVlnCgU

VC22 MM dhttp://youtu.be/OgfytMmPhME VC64 MM http://youtu.be/BExRkNajQg0

VC23 MM dhttp://youtu.be/g8xt3f45BSI VC65 MM http://youtu.be/BP6WmH_VF-U

VC24 McM http://youtu.be/XArULcGduvU VC66 MM http://youtu.be/dDl0x6yOwRs

VC25 MM http://youtu.be/975ymqChDps VC67 MM http://youtu.be/ETCrqMZqXLM

VC26 MM http://youtu.be/iOZ5R1sdQpw VC68 MM http://youtu.be/EZKW_PN93Fk

VC27 MM ehttp://youtu.be/trjdta0zCXM VC69 MM http://youtu.be/fLzQhv4GAUw

VC28 MM ehttp://youtu.be/_oyTKp1ouDM VC70 MM http://youtu.be/iS-5zXQRUFU

VC29 MM fhttp://youtu.be/nqrAhsA4A_I VC71 MM http://youtu.be/iSEGB6wTIOE

VC30 MM fhttp://youtu.be/oPIVfBZYYQA VC72 MM http://youtu.be/IY7_ets5XZ8

VC31 MM http://youtu.be/NW-2fUxcD4s VC73 MM http://youtu.be/LetuYK5TCkI

VC32 MM http://youtu.be/IeCoBaejsII VC74 MM http://youtu.be/LTVTJyhdn5c

VC33 MM http://youtu.be/6xO3CF6QQ4k VC75 MM http://youtu.be/mBDIi0AiSd8

VC34 MM http://youtu.be/ejVecYgytWc VC76 MM http://youtu.be/npihPoiPAqY

VC35 MM ghttp://youtu.be/PaMyY24JJ_g VC77 MM http://youtu.be/reJrnSKlujo

VC36 MM ghttp://youtu.be/OvHzYgtbU9c VC78 MM http://youtu.be/vuO4bOtUVew

VC37 Ms http://youtu.be/ZA5QR2yC8mM VC79 MM http://youtu.be/wm4Yi_sfQOI

VC38 MM http://youtu.be/ecjhWrfThyw VC80 MM http://youtu.be/3ZDLn1pOopY

VC39 MM http://youtu.be/QXGrPRQThr0 VC81 MM http://youtu.be/67BlLetRomA

VC40 MM hhttp://youtu.be/lnc0rJBvLgc VC82 McM http://youtu.be/8_FhMWRQDXk

VC41 MM hhttp://youtu.be/vZU8WsnKH_M VC83 MM http://youtu.be/9CHubPH7fl0

VC42 MM ihttp://youtu.be/s0zNY-oY2LE VC84 MM http://youtu.be/x4f-oYHlPL8

VC43 MM ihttp://youtu.be/ybjhr_2UjC8 VC85 MM http://youtu.be/r3IbKkQ0tGc

MA: Mola alexandrini; MM: Mola mola; McM: Mola cf. mola; Ms: Mola sp.
*All URLs were accessed on 10 February 2024.
a–lEach alphabet in front of the URL indicates that the same Mola individual was filmed on video at the same site.

Table 1. Videos of Mola individuals in Osezaki waters (Japan) collected from YouTube.
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能なことから（澤井，2021），外観的に全長 1 m

以下と判断される個体はマンボウと同定した．ま

た種同定は，画像からマンボウ属の種が明確に同

定できるもの（例えば，Mola mola），種は明確に

同定できないが他種よりはその種の可能性の方が

高いもの（例えば，Mola cf. mola），種が同定で

きないもの（Mola sp.）の 3段階で行った．

結果と考察
検索から漏れた動画もあるものと思われるが，

YouTube 上の大瀬崎で撮影されたマンボウ属の水
中動画は，全 85 動画が収集された（Table 1）．そ
の内訳は，ウシマンボウが 1 動画，マンボウが
75 動画，Mola cf. mola が 5 動画（以下，Mola cf. 

mola は マ ン ボ ウ の デ ー タ と し て 使 用 ），Mola 

sp. が 4 動画と，マンボウと同定された動画がほ

とんどであった．また，Fig. 1 の 2 個体もマンボ
ウと同定された．これまでの文献（瀬能ほか，
1997；伊藤，1999；白鳥，2008；安延，2011；氏
家，2013）における大瀬崎の水中で撮影されたマ
ンボウ属も，写真の解像度・明るさ・個体アング
ルの要因で同定しづらいものもあったが，すべて
マンボウと同定された．よって，大瀬崎ではウシ
マンボウも出現するが，圧倒的にマンボウの出現
率の方が高いことが示唆された．

本研究で確認された大瀬崎におけるマンボウ
の出現状況は以下のとおりである：出現時期，
3–6，12 月（5 月がピーク）（Fig. 1）；撮影時の水
温，16–18°C；撮影時の水深，23–32 m；推定全長，
40 cm 前後（全高 / 全長比 142.8%; VC50）から
200 cm 前後（全高 / 全長比 125.0%; VC71）（目視
的に推定全長 1 m 前後の個体が多い）；出現時の
個体数，1–3 個体（1 個体単独が多い）．一方，本
研究で確認された大瀬崎におけるウシマンボウ

（VC56）の出現状況は 1 個体のみのデータである
が，以下のとおりである：出現時期，11 月；撮
影時の水温，19°C；撮影時の水深，33 m；推定
全長，1–2 m；出現時の個体数，1 個体．本研究
で得られたデータ数は少ないため，マンボウとウ
シマンボウの生態的差異は見出せなかったが，著
しく異なることはなかった．また，本研究の結果
は，大瀬崎における従来の知見と概ね一致し，従
来の知見はマンボウの出現状況を示しているもの
と推察された．本海域におけるマンボウ属の出現
状況をより詳細に知るには，継続的な調査が求め
られる．
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